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酒処伏見と奈良電鉄 
 

吉田英生（S53/1978卒） 
 

１．我、伏見を愛す ── I♥243 

 

図1 伏見の酒蔵（伏見酒造組合のHPより http://www.fushimi.or.jp/） 
 

 京都で住むなら何処か？ 筆者の場合、酒処

伏見をおいて考えられませんでした。図1のよ

うに酒蔵がたくさんあるので町中にお酒のい

い匂いが充満しているかも？とも期待しまし

た。ま、匂いの方は酒蔵のすぐ近所を除けばな

かったですが、京都でも河原町以外では三条会

商店街と並んで大きな（長い）大手筋商店街に

は、伏見の地酒を試し呑みできるバーカウンタ

ーの店もありますし、スーパーの前には銘酒の

もとになる伏流水がわき出ているところもあ

りました。また、大手筋の商店街を抜けて西方

に5分も歩くと、図2のような菜の花が美しい酒

蔵も見られます。お酒自体については、16年近
図2 松本酒造（2020年4月16日撮影） 
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く前になりますが、当時、月桂冠の総合研究所 所長だった秦 洋二氏に“清酒造

りと「熱」”というとても興味深い解説を日本伝熱学会誌に寄稿いただいたので、

一読をお勧めします http://www.wattandedison.com/Heat_in_sake_brewing.pdf 。 

 伏見の魅力はお酒だけではありません。歴史を振り返ってみましょう（月桂冠

のホームページ https://www.gekkeikan.co.jp/enjoy/ は充実していて楽しいです）。ま

ず400年余り前、豊臣秀吉が最晩年（1953‒8）を過ごした伏見は、京都－大坂1を淀

川の舟運で結ぶ交通の要衝でした。江戸時代には伏見奉行がおかれました（近鉄

桃山御陵駅の南東に西奉行町と東奉行町という地名が残っています）。また幕末、

薩摩藩邸の定宿であった寺田屋2は、1866年3月9日に坂本龍馬3が伏見奉行により

暗殺されかけて九死に一生を得た舞台でもあります。さらに、日露戦争末期1905

年に編成された陸軍の工兵第十六大隊は、1908年に伏見奉行跡地に衛戍（えいじ

ゅ）地を定め4、1936年には工兵第十六聯隊となりました。このように、伏見は秀

吉以降、幕末を経て太平洋戦争まで、国内外の戦乱とも密接な関係を有してきま

したので、歴史的スポットがたくさんあります。さらに、江戸時代に伏見から酒

や米などの搬出および旅客を大坂と行き来させるための十石舟
．

（漢字注意：じっこ

くぶね）や三十石船
．

（漢字注意：さんじっこくぶね）は、現在もなお濠川（宇治川派

流）で運行されていて酒蔵の美しい景色の中を遊覧することができます。 

 

２．「伏見」×「奈良電鉄」 ── 「静岡県」×「JR東海リニア」とのアナロジー 

 伏見酒造組合のホームページ http://www.fushimi.or.jp/guide/water.html には、以下の

ように説明されています。「伏見は、かつて“伏水”とも書かれていたほどに、質

の高い伏流水が豊富な地。桃山丘陵をくぐった清冽な水が、水脈となって地下に

深く息づき、山麓近くで湧き水となってあらわれます。日本を代表する酒どころ

となったのも、この天然の良水に恵まれていたことが大きな要因です。」 

                                                         
1 「大坂」を「大阪」と一元的に表記するようになったのは明治以降です。 
2 寺田屋には当時の刀の傷などが残っていると以前から伝えられてきましたが、現在の寺田屋

は20世紀初頭に改築されたものであることが最近明らかとなったので、注意願います。 
3 坂本龍馬は誕生日も忌日も和暦では11月15日であることに気付きました。ただし、誕生年は

天保6年（当時は寛政暦のため1836年1月3日）、没年は慶応3年（当時は天保暦のため1867年12
月10日）という、和暦特有の複雑なことになるそうです。 
4 司令部は深草（現 聖母女学院本館）でした。このため、塩小路の川端通と伏見の京町通の間

を結ぶ道は師団街道と呼ばれています。なお戦後、伏見奉行跡の兵営は1959年には京都初の大

規模住宅団地である桃陵団地に生まれ変わり、その南側には公務員（京大職員を含む）向けの伏

見合同宿舎も2006年までありました。この辺りは愛着があり、つい詳細に記してしまいました。 
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 その伏見酒造組合が昭和2（1927）年12月に奈

良電気鉄道（以下「奈良電鉄」と略、近鉄の前身

の一部）に対して抗議した出来事は、現在の「静

岡県」×「JR東海リニア」とアナロジーとも言え

るでしょう。伏見の立地の特殊性に加え、時の

特殊性──大正天皇崩御のため昭和3年11月に

昭和天皇が御大典（即位の礼）で京都から橿原

神宮に移動することも加わって、極めて興味深

い展開になります。以下、奈良電鉄の社史

（1963）から元号で表示してまとめてみます。 

 図3に示すように、奈良電鉄は、大阪電気軌道

（略称は大軌、近鉄の前身の一部）の奈良線西大

寺と京都を結ぶべく、まず西大寺・小倉（伊勢

田）間について、昭和2年9月に着工したのち順

調に昭和3年9月に完成させます。一方、当初、

小倉以北は東方の京阪宇治に向かって京阪電鉄に乗り入れ、中書島経由で京都に

向かう路線を計画しましたが、遠回りのため国鉄奈良線と比べてメリットがない

ということで、小倉から北上して伏見に至る伏見支線に変更します（ただし変更

当初は、京阪伏見桃山以北は京阪線に乗り入れ予定）。このような計画中に、大

正天皇崩御という天下の一大事が発生し、それに付随して昭和天皇の御大典まで

の完成を視野に入れた突貫工事を強いられることになります。 

 まず、淀川を渡る鉄橋付近は、前述した工兵第十六大隊の架橋演習場のため、

橋脚が夜間演習の障害となり危険であるとして、単純（橋脚なし）トラス橋しか 

 
図4 淀川橋梁（径間164.6m、中央高さ24.4m、全重量1839トン）（奈良電鉄社史より） 

図3 奈良電鉄のルート（奈良電鉄社史より） 
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許されませんでした。また、伏見の商業地帯を用地買収するのは困難である上、

桃山御陵参道との平面交差が京都府から許されなかった（注：少し西側の京阪京

都線は明治43年開通なので、当時は桃山御陵もなく問題ありませんでした）ため

地下線とすることを計画しました。ところが伏見酒造組合は、醸造用地下水の水

脈が切断され、水量の枯渇減少、水質の変化などをきたすことがあれば、醸造伏

見の死活問題であるとして、鉄道省へ地下線反対の陳情をするとともに奈良電鉄

に対しても強力に阻止運動をしました。このときに、京都帝国大学理学部の松原

厚教授は、伏見酒造組合から依頼されて行った研究成果を「伏見町の地下水に就

いて」という論文（醸造學雑誌、昭和4年、以下に序文）で報告しています。これ

らの結果、伏見付近は京都地方で最初の高架線とすることを余儀なくされました。 
 

 
（論文全文は http://www.wattandedison.com/matsubara_fushimi_1929.pdf 。国会図書館 

オープンアクセス https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/10390593?tocOpened=1 から抜粋。） 
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伏
見
町
に
は
未
だ
水
道
の
設
備
が
な
い
の
で
、
家
庭
用
竝

な
ら
び

に
工
場
用
の
水
は
總す

べ

て
之
を
井
戸
に
需も

と

め
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
、
従
つ
て
井
戸
水
の
良
否
と
其
湧
出
量
の
如
何
と
は
、
直
接
に
町
民
の
喉
頸
を
抑
へ
て
居
る
重
要
問
題
で
あ
る
。

然
る
に
、
先
年
奈
良
線
の
鐵
道
敷
設
に
當
り
、
東
方
の
山
際
が
一
部
掘
鑿

く
っ
さ
く

せ
ら
れ
た
爲
め
、
同
町
の
東
南
部
特
に
桃

山
御
陵
道
附
近
の
井
戸
水
は
頓と

み

に
減
却
し
た
。
叉
東
方
の
斜
面
地
に
於
け
る
新
築
家
屋
の
増
加
も
近
年
特
に
著
し
く

な
つ
た
、
是
等
の
原
因
に
よ
り
次
第
に
在
来
の
井
戸
は
涸
渇
に
瀕
し
冬
期
洒
造
用
水
が
盛
に
汲
み
上
げ
ら
る
ゝ
期
節

に
な
れ
ば
、
一
般
民
家
の
井
戸
は
干
上
つ
て
了
ふ
も
の
も
相
當
多
敷
に
上
る
始
末
で
、
前
途
誠
に
楽
観
を
許
さ
な
い

事
態
に
立
到
つ
て
居
る
。 

此
時
に
當
り
、
又
々
町
民
に
不
安
を
感
ぜ
し
む
る
一
問
題
が
起
つ
た
。
そ
れ
は
、
昭
和
三
年
の
春
、
奈
良
電
氣
鐵
道

が
同
町
の
東
方
を
通
過
す
る
こ
と
に
な
り
、
大
手
町
御
陵
道
を
直
角
に
横
断
す
る
地
下
墜
道

ト
ン
ネ
ル

が
設
計
さ
れ
た
こ
と
で

あ
る
。
此
結
果
、
井
戸
水
に
對
し
て
最
も
大
な
る
危
懼
を
感
じ
た
の
は
主
と
し
て
町
の
東
南
部
一
帯
の
民
家
で
あ
る

が
、
此
方
面
に
は
酒
造
用
水
を
供
給
す
る
井
戸
が
多
い
爲
め
に
殆
ん
ど
全
町
の
酒
造
業
者
が
齊ひ

と

し
く
不
安
を
感
ず
る

こ
と
に
な
つ
た
。 

著
者
は
今
春
來
伏
見
税
務
署
竝
に
伏
見
酒
造
組
合
其
他
の
援
助
を
得
て
、
同
町
に
於
け
る
一
般
地
下
水
の
性
質
、
配

給
状
態
竝
に
酒
造
用
水
の
成
分
等
に
関
し
て
或
種
の
調
査
を
遂
げ
、
且
前
記
の
豫
定
地
下
墜
道
が
井
戸
水
の
配
給
に

及
ぼ
す
影
響
に
就
い
て
或
種
の
測
定
を
行
ふ
機
會
を
得
た
の
で
本
紙
に
其
梗
概
を
報
告
す
る
こ
と
ゝ
し
た
。
蓋
し
各

地
に
於
て
之
に
似
寄
つ
た
問
題
は
屢
々

し
ば
し
ば

起
り
勝
ち
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
其
調
査
に
當
ら
る
ゝ
人
々
の
参
考
に
資
す

る
と
共
に
、
方
法
の
當
否
或
は
便
不
便
等
に
つ
い
て
讀
者
の
批
評
を
仰
ぎ
度
い
が
爲
め
で
あ
る
。 
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 前述したように、伏見支線から北側は当初、京阪線に乗り入れる案でした。し

かし、線路容量の不足が明らかとなったため、奈良電鉄が自社で京都延長線を建

設することになりました。これは、図5のように大正10年に東山トンネルが開通し

て東海道本線が現在のルートになり、京都・稲荷間が国鉄奈良線として新たに転

用された結果、廃線となった旧奈良線の京都・伏見間と伏見貨物線を国鉄から払

い下げてもらい敷設しなおす（狭軌→広軌）ことにより、効率的に行われました。 

 表1に西大寺・京都間の突貫工事の記録をまとめました。西大寺・小倉間の本線

以外は、すべて昭和3年着工で御大典直前に完成という、ものすごい早さです。あ

らためて当時の日本人のパワーと集中力に圧倒されますね！ 

 
図5 国鉄線のルート変更（奈良電鉄社史より） 

 

表1 突貫工事の記録（奈良電鉄社史より） 

線別 区間 着工（S3年） 竣工（S3年） 

京都延長線 京都─伏見 
伏見─桃山御陵前 

7月20日 
9月3日 

10月 
11月12日 

伏 見 支 線 桃山御陵前─淀川右岸 
淀川橋梁 
淀川橋梁─小倉 

6月2日 
4月1日 
4月 

10月 
10月16日 
10月 

本 線 小倉─西大寺 （S2年）9月 10月 

本社事務所（伏見町御幸宮門前） 7月 10月 
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３．「邦坊 奈良電車道中記」 大阪毎日新聞、昭和3（1928）年11月2日全面広告 

 御大典の直前、京都・橿原間全線開通記念のとても面白い話をみつけましたの

で、次ページ以降に清書して読みやすくして掲載します。 
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邦
坊 

奈
良
電
車
道
中
記 

  

注
一
、
「

」
（
戸
籍
統
一
文
字
番
号

900110

）
は
「
え
」
で
代
用
し
た
。 

注
二
、
明
ら
か
な
誤
植
と
思
わ
れ
る
字

は
訂
正
し
た
。 

注
三
、
必
要
に
応
じ
ル
ビ
や
注
を
〔 
〕

で
挿
入
し
た
。 

  

奈
「
僕
で
す
か
、
僕
が
今
度
開
通
し
た

奈
良
電
車
で
す
よ
、
ま
だ
、
奈
良
電
車

を
ご
存
じ
あ
り
ま
せ
ん
か
、
へ
え
君
は

一
體
誰
で
す
。
」 

邦
「
僕
は
邦
坊
で
す
。
」 

奈
「
あ
、
あ
の
呑
氣
者
の
氣
紛
れ
者
の

鼻
の
大
き
な
邦
坊
君
で
す
か
、
や
あ
失

敬
ツ
」 

邦
「
失
敬
ツ
」 

奈
「
と
こ
ろ
で
邦
坊
君
、
君
は
汽
車
は

嫌
ひ
だ
さ
う
だ
が
電
車
は
ど
う
で
す
」 

邦
「
電
車
な
ら
乗
つ
て
も
大
丈
夫
だ
と

思
ひ
ま
す
よ
」 

奈
「
ぢ
や
、
こ
う
し
よ
う
、
僕
が
ね
え

今
度
開
通
し
た
ん
だ
よ
、
僕
は
ね
え
、

乗
心
地
も
よ
く
、
速
力
だ
つ
て
氣
持
ち

よ
く
出
る
よ
、
奈
良
、
京
都
間
を
汽
車

な
ら
現
在
一
時
間
半
も
か
ゝ
る
と
こ

ろ
を
僕
な
ら
約
五
十
分
だ
、
ど
う
だ
、

素
破
ら
し
い
だ
ら
う
。
沿
線
二
百
余
万

の
住
民
及
び
省
線
に
よ
る
京
都
奈
良

間
一
ケ
年
の
交
通
客
百
五
十
万
人
に

と
つ
て
僕
は
最
短
交
通
路
と
し
て
大

い
に
嘱
目
さ
れ
て
ゐ
る
ん
だ
。
オ
イ
、

行
か
う
」 

邦
「
一
寸
待
つ
て
呉
れ
、
一
體
そ
れ
で

君
の
目
的
線
路
は
ど
う
な
つ
て
ゐ
る

ん
だ
い
」 

 

こ
ゝ
で
彼
が
最
新
調
の
車
體
に
充

分
氣
取
つ
た
モ
ダ
ン
ス
タ
イ
ル
を
整

へ
て 

奈
「
エ
ヘ
ン
、
つ
ま
り
だ
ね
、」
と
や
り

出
す
の
で
あ
る
。 

邦
「
抑
抑
〔
そ
も
そ
も
〕
奈
良
電
車
の

使
命
た
る
や
平
安
の
都
と
寧
楽
の
都
、

つ
ま
り
奈
良
と
京
都
を
結
ぶ
高
速
度

的
短
距
離
の
連
絡
だ
、
一
時
間
半
も
要

し
た
在
來
の
不
便
極
る
汽
車
を
か
ら

ず
し
て
僅
か
に
五
十
分
で
走
破
す
る

と
い
ふ
頗
る
近
代
的
さ 

加
之
我
が

國
を
創
設
し
給
ひ
し
神
武
帝
陵
橿
原

神
宮
と
桃
山
の
明
治
大
帝
陵
を
結
ぶ

べ
く
生
れ
た
新
電
車
で
あ
る
ん
だ
こ

れ
吾
人
が
負
ふ
た
る
使
命
で
あ
り
同

時
に
又
余
輩
の
光
栄
で
あ
る
、
由
來
ツ
」 

 

と
こ
の
時
の
彼
の
聲
は
一
層
大
き

く
な
る
の
で
あ
る
、
見
れ
ば
頭
の
電
流

の
触
角
か
ら
火
花
を
散
ら
し
て
ゐ
る
、

お
や
ぢ
が
熟
す
る
と
薬
罐
頭
か
ら
湯

氣
を
立
て
る
や
う
に
、
超
近
代
人
で
あ

る
と
こ
ろ
の
電
車
が
傾
到
す
る
と
さ

す
が
に
電
氣
の
紫
閃
を
發
す
る
ら
し

い
。
危
く
て
側
へ
近
寄
れ
な
い
。 

奈
「
由
來
、
京
都
奈
良
間
の
交
通
は
省

線
一
本
を
以
て
行
は
れ
て
ゐ
て
、
そ
の

設
備
、
特
に
所
要
時
間
の
點
に
お
い
て

極
め
て
不
便
で
あ
る
か
ら
、
京
都
奈
良

を
交
通
す
る
客
に
は
、
場
合
に
よ
つ
て

寧
ろ
大
迂
回
し
て
一
旦
大
阪
に
出
で
、

友
人
、
大
軌
〔
大
阪
電
氣
軌
道
〕
電
車

で
奈
良
へ
行
く
も
の
が
多
い
、
こ
の
時

代
錯
誤
的
、
非
文
明
の
交
通
路
を
救
ふ

べ
く
け
つ
然
と
し
て
立
つ
た
の
が
我

輩
だ
。
同
線
は
始
發
驛
た
る
省
線
京
都

驛
よ
り
直
に
南
進
し
て
伏
見
桃
山
御

陵
前
を
経
て
奈
良
に
至
り
、
更
に
天
理
、

橿
原
神
宮
に
至
つ
て
吉
野
に
連
絡
す

る
か
ら
我
が
國
随
一
の
遊
覧
地
た
る

近
畿
名
勝
地
の
中
程
を
横
断
す
る
譯

で
あ
る
。
ど
う
だ
、
何
と
素
破
ら
し
い

だ
ら
う
」 

邦
「
素
破
ら
し
い
、
資
本
金
は
幾
ら
だ
」 

奈
「
一
千
百
五
十
万
だ
、
こ
の
我
輩
の

風
體
か
ら
見
て
く
れ
、
オ
ヽ
戀
人
の
後

毛
の
如
く
情
熱
的
で
や
さ
し
い
緑
の

シ
ー
ツ
の
感
触
、
明
る
き
ス
ポ
ー
ツ
姿

の
軽
快
さ
よ
、
！
」 

 

彼
は
仲
々
芝
居
氣
た
つ
ぷ
り
で
面

白
い
奴
ら
し
い
。
そ
れ
に
新
人
で
あ
る

丈
け
本
當
に
健
や
か
な
脚
を
も
つ
て

ゐ
る 

こ
の
男
と
な
ら
身
體
を
託
し

て
引
つ
張
り
廻
さ
れ
て
も
い
ゝ
や
う

な
氣
が
し
た
。
で 

邦
「
ぢ
や
、
連
れ
て
行
つ
て
く
れ
」 

 

彼
が
僕
の
服
装
を
見
て
不
平
を
い

ひ
出
し
た
、 

奈
「
ど
う
も
菅
笠
姿
ぢ
や
並
ん
で
歩
く

の
が
羞
し
い
ね
、
も
つ
と
何
と
か
近
代

的
に
な
ら
な
い
か
ね
え
」 

邦
「
僕
は
と
に
角
こ
れ
よ
り
仕
方
が
な

い
よ
、
却
つ
て
新
舊
の
時
代
闘
争
で
頑

張
る
の
が
面
白
い
ぢ
や
な
い
か
、
そ
れ

に
却
つ
て
僕
の
舊
式
な
恰
好
が
君
の

モ
ダ
ン
な
男
ぶ
り
を
一
段
と
光
ら
せ

る
と
い
ふ
も
の
だ 

ま
あ
、
こ
れ
で
行

か
う
。
」 

 

彼
、
不
承
々
々
う
な
づ
い
た
。
で
、

何
か
い
ふ
ら
し
い
。 

奈
「
邦
坊
君
、
こ
ゝ
が
こ
の
線
の
出
發

の
起
點
だ
よ
、
京
都
だ
。
京
都
の
お
客

様
は
み
ん
な
こ
の
省
線
京
都
驛
か
ら

乗
つ
て
も
ら
う
ん
だ
ね
。
表
玄
關
（
北

口
）
か
ら
で
も
裏
玄
關
（
南
口
）
か
ら

で
も
ど
し
〳
〵
と
い
ら
つ
し
や
い
と

い
ふ
わ
け
だ
。
と
こ
ろ
で
、
京
都
は
只

今
、
博
覧
㑹
が
あ
る
し
、
も
う
御
大
典

で
大
變
な
人
氣
だ
よ 

君
、
博
覧
㑹
を

見
た
か
い
。
」 

邦
「
ま
だ
、
見
な
い
よ
、」 

奈
「
で
は
一
遍
見
よ
う
ぢ
や
な
い
か
」 

邦
「
オ
イ
、
止
せ
よ
、
時
間
が
無
い
だ

ら
う
」 

奈
「
何
、
我
輩
の
の
ろ
い
孫
に
乗
つ
て

行
け
ば
直
ぐ
だ
よ
」 

 

彼
は
京
都
の
市
電
を
の
ろ
い
孫
だ

つ
て
い
ひ
や
が
る
。 

奈
「
ぢ
や
表
か
ら
見
る
丈
け
で
い
ゝ
だ

ら
う
」 

 
 
 
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
 

 

チ
ン
チ
ン
─
─
東
山
二
條
博
覧
㑹
前

停
留
所 

奈
「
ど
う
だ
素
破
ら
し
い
ね
え
」 

邦
「
素
破
ら
し
く
派
手
な
塗
り
だ
、
そ

れ
に
大
變
な
建
築
だ
ね
え
、
三
角
や
四

角
に
丸
の
交
錯
せ
る
近
代
ヂ
ヤ
ズ
か
、

厳
し
い
守
衛
の
あ
の
服
装
が
振
つ
て

ゐ
る
ね
え
、
や
つ
ぱ
り
あ
ゝ
い
ふ
と
こ

ろ
に
も
御
大
典
氣
分
が
表
現
さ
れ
て

ゐ
る
譯
な
ん
だ
よ
、
そ
う
ら
美
人
が
入
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場
し
て
ゐ
る
、
オ
イ
、
僕
も
入
り
た
い

な
」 

奈
「
な
ん
だ
、
君
は
、
鼻
の
大
き
な
癖

に
美
人
が
好
き
ら
し
い
ね
え
、
少
し
鏡

を
見
ろ
」 

邦
「
こ
れ
は
ご
挨
拶
だ
、
奈
良
電
」 

奈
「
奈
良
電
は
酷
い
ね
え
、
ま
あ
二
人

で
喧
嘩
し
て
も
初
ま
ら
ね
え
、
時
間
が

無
い
か
ら
早
く
行
か
う
か
」 

邦
「
そ
う
だ
、
そ
う
だ
。
」 

 

ま
た
、
の
ろ
い
孫
に
乗
る
。
窓
か
ら

見
え
る
京
都
の
町
は
博
覧
㑹
の
献
灯

で
華
や
か
だ
。
提
灯
屋
の
お
や
ぢ
が
御

大
典
用
の
提
灯
の
山
か
ら
顔
だ
け
出

し
て
女
房
に
握
り
飯
を
食
は
し
て
貰

つ
て
ゐ
る
、
お
や
ぢ
大
多
忙
で
箸
を
持

つ
間
が
な
い
、
「
あ
ん
じ
よ
う
口
へ
入

れ
て
ん
か
と
い
ふ
に
」
い
ふ
て
も
ど
か

し
が
つ
て
ゐ
る
。
お
上
り
さ
ん
の
團
體

が
男
は
鳥
打
帽
に
黄
色
い
鉢
巻
を
し

て
、
女
は
克
明
に
襟
へ
折
り
込
ん
で
髪

油
で
つ
き
襟
の
汚
れ
ぬ
用
心
を
も
か

ね
て
ゐ
る
、
か
ら
げ
た
腰
の
も
の
が
決

つ
て
水
色
の
昔
流
行
つ
た
縮
緬
だ
。
東

山
の
翠
色
あ
た
た
か
い
の
で
あ
る
。 

 

も
と
の
起
點
、
奈
良
電
が
頭
の
角
を

ピ
ン
と
立
て
る
、
心
得
た
鷹
揚
さ
で 

奈
「
サ
ア
、
行
く
よ
。
」 

 

孫
の
よ
う
に
動
き
ま
す
チ
ン
〳
〵

と
は
い
は
な
い
、
お
や
ぢ
は
さ
す
が
に

ポ
ー
、
ピ
ー
、
ポ
ー
。 

邦
「
な
る
ほ
ど
、
馬
鹿
に
早
い
ね
え
、

こ
ゝ
は
何
處
だ
」 

奈
「
東
寺
驛
だ
よ
、
弘
法
大
使
さ
ま
に

よ
つ
て
密
教
流
布
の
根
本
道
場
と
定

め
ら
れ
た
大
寺
だ
、
高
く
聳
え
て
ゐ
る

の
が
有
名
な
東
寺
の
五
重
の
塔
だ
よ

毎
月
廿
一
日
が
お
祭
り
だ
、
参
詣
者
と

露
店
で
非
常
な
賑
ひ
を
呈
す
る
よ
」 

邦
「
な
ー
る
ほ
ど
」
ま
た
走
る
〳
〵 

奈
「
こ
ゝ
は
城
南
宮
前
、
と
い
ふ
ん
だ

栄
華
物
語
り
に
「
九
條
の
あ
な
た
鳥
羽

と
い
ふ
と
こ
ろ
に
池
山
廣
く
面
白
く

作
ら
せ
給
ふ
」
と
記
し
て
あ
る
、
鳥
羽

離
宮
の
舊
蹟
で
え
ゝ
と
白
河
寛
治
元

年
約
八
百
四
十
年
ほ
ど
前
、
宮
造
り
し

給
ふ
た
と
こ
ろ
だ
が
、
星
移
り
て
物
變

わ
つ
て
、
─
─
そ
れ
よ
り
こ
の
神
様
は

方
除
け
の
神
様
と
し
て
有
名
だ
、
ま
た

こ
ゝ
ら
に
戀
塚
が
あ
つ
た
筈
だ
、
君
に

は
こ
の
話
の
ほ
う
が
い
ゝ
、
こ
ゝ
か
ら

南
三
町
、
い
は
ゆ
る
、
鳥
羽
の
戀
塚
と

い
ふ
は
妙
齢
二
八
の
花
を
空
し
く
遠

藤
武
者
盛
遠
〔
も
り
と
お
〕
の
爲
め
に

散
ら
さ
れ
し
源
渡
が
妻 

袈
裟
御
前

の
塚
だ
、
彼
女
の
美
貌
と
貞
烈
は
誰
れ

知
ら
ぬ
も
の
も
な
か
ら
う
。
」 

邦
「
僕
は
㑹
つ
た
と
が
無
い
か
ら
知
ら

な
い
」 

奈
「
俺
れ
も
知
ら
な
い
が
何
で
も
そ
う

だ
つ
た
ら
し
い
ぜ
。
盛
遠
一
念
發
起
し

て
佛
門
に
入
り
、
や
が
て
一
代
の
傑
僧

文
覺
〔
も
ん
が
く
〕
上
人
と
な
つ
て
現

れ
る
、
上
人
高
尾
の
神
護
寺
再
興
の
後
、

一
目
袈
裟
の
墓
に
詣
で
懐
舊
の
涙
禁

ず
る
能
は
ず
、
し
と
ゞ
涙
の
袖
を
濡
ら

す
折
し
も
、
天
上
に
聲
あ
つ
て
「
わ
れ

は
袈
裟
な
り
」
と
い
ふ
ん
だ
」 

邦
「
そ
ん
な
こ
と
は
い
ふ
ま
い
、
女
だ

か
ら
「
妾
こ
そ
は
袈
裟
な
る
ぞ
」
だ
ら

ふ
」 

 

と
半
畳
を
入
れ
る
、 

奈
「
ま
あ
、
黙
つ
て
聞
け
よ 

そ
れ
が

君
、
仰
げ
ば
紫
雲
棚
曳
く
と
こ
ろ
、
金

光
燦
た
る
、
如
意
輪
観
世
音
の
立
た
せ

給
ふ
の
で
あ
る
、
上
人
感
激
の
あ
ま
り

こ
ゝ
に
一
宇
を
建
立
し
て
戀
塚
寺
と

名
づ
け
た
と
い
ふ
ん
だ
が
ね
え
、
女
の

信
者
が
多
い
よ
」 

 

こ
ゝ
よ
り
奈
良
電
車
は
高
架
線
で

伏
見
の
町
の
頭
の
上
を
走
る 

邦
「
伏
見
の
あ
の
赤
い
鳥
居
は 

コ
ン

〳
〵
さ
ん
だ
ら
う
」 

奈
「
そ
う
だ
、
俗
に
伏
見
稲
荷
で
有
名

な
お
稲
荷
さ
ん
だ
」 

 

そ
の
内
に
、
桃
山
御
陵
前
、
下
車
す

る
と
奈
良
電
の
本
社
が
五
階
建
近
代

形
の
姿
を
誇
つ
て
ゐ
る
、
お
隣
り
が
神

功
皇
后
を
お
祀
り
し
て
あ
る
御
香
宮

が
あ
る
、
禮
拜
を
す
ま
し
て
桃
山
御
陵

へ
、 

奈
「
お
い
、
君
、
笠
を
と
れ
菅
笠
を
と

れ
、
最
敬
禮
ツ
」 

「
×
×
×
×
×
×
×
×
×
」 

邦
「
あ
あ
淸
々
し
い
ね
え
」 

奈
「
あ
の
円
塚
の
高
さ
が
二
丈
一
尺
だ

よ
御
玉
垣
を
二
重
に

𡇌

〔
め
ぐ
〕
ら
し

て
東
西
七
十
間
、
南
北
八
十
五
間
だ
、

何
と
森
々
と
し
た
崇
高
な
澄
域
だ
ら

う
、
こ
れ
か
ら
乃
木
神
社
へ
行
か
う
、

サ
、
こ
の
社
ほ
ん
を
北
へ
數
丁
行
つ
た

と
こ
ろ
に
桓
武
天
皇
の
柏
原
御
陵
が

あ
る
よ
、
拜
ん
で
行
か
う
。
」 

桃
山
は
昔
伏
見
城
一
名
桃
山
城
と
い

つ
て
文
禄
三
年
豊
臣
秀
吉
の
築
城
が

あ
つ
た
さ
う
だ
あ
の
太
閤
の
お
や
ぢ

が
憤
然
明
使
を
ぶ
つ
斬
つ
た
歴
史
的

に
有
名
な
城
だ
つ
た
。 

こ
れ
か
ら
宇
治
川
の
鐵
橋
を
渡
る
、
奈

良
電
が
こ
ゝ
で
一
寸
立
ち
止
ま
る
、 

奈
「
帛
〔
き
ぬ
〕
を
裂
く
琵
琶
の
流
れ

や
秋
の
聲
」 

と
朗
吟
す
る
。
誰
や
ら
の
俳
句
ら
し
い 

邦
「
誰
の
作
だ
」 

と
い
つ
た
ら 

奈
「
蕪
村
の
だ
」 

と
済
ま
し
て
ゐ
る
。
盛
衰
記
に
艮
方

〔
う
し
と
ら
〕
橘
の
小
島
崎
よ
り
武
者

二
騎
か
け
出
で
た
り
」
と
佐
々
木
、
梶

原
の
先
登
争
ひ
の
古
事
を
思
ひ
出
す
。 

水
淸
く
、
白
雲
悠
々
、
さ
て
、
こ
ゝ
ら

で
一
服
す
る
か
な
、
僕
バ
ッ
ト
を
出
し

て
吸
ふ
。 

邦
「
オ
イ
、
君
も
一
服
し
玉
へ
」 

す
る
と
奈
良
電
が 

奈
「
汽
車
で
な
い
か
ら
煙
草
は
駄
目
だ
」

と
い
ふ
。
な
る
ほ
ど
電
車
は
煙
を
吐
か

な
い
。 

奈
「
オ
イ
、
そ
れ
よ
り
見
て
く
れ
、
東

洋
一
と
い
ふ
奈
良
電
車
の
宇
治
川
吊

鐵
橋
を
─
─
」 

邦
「
な
ん
だ
、
こ
れ
を
ま
た
自
慢
し
よ

う
と
思
つ
て
立
ち
止
ま
つ
た
の
だ
ね

え
」 

奈
「
と
に
か
く
だ
ね
え
、
総
工
費
八
十

五
万
円
、
半
歳
の
短
時
日
に
延
人
員
一

万
六
千
人
の
汗
と
脂
で
完
成
し
た
も

の
だ 

全
長
五
百
四
十
フ
イ
ー
ト
、
中

央
高
さ
八
十
フ
イ
ー
ト 

径
間
卅
〔
三

十
〕
フ
イ
ー
ト
も
の
十
八
を
以
つ
て
構
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成
さ
れ
て
ゐ
る
、
東
洋
に
二
つ
と
な
い
、

ノ
ー
ピ
ー
ヤ
〔pier 

橋
脚
〕
橋
つ
た
ア

此
奴
の
こ
と
だ
」 

邦
「
な
る
程
」 

奈
「
感
心
し
た
か
」 

邦
「
感
心
し
た
」 

奈
「
そ
れ
ぢ
や
、
そ
ろ
〳
〵
出
掛
け
や

う
か
」 

こ
の
あ
た
り
か
ら
宇
治
も
ま
ぢ
か
だ

奈
良
電
の
曰
く
「
宇
治
支
線
は
來
年
四

月
に
は
完
成
の
豫
定
だ
よ
」
と 

 

宇
治
は
茶
ど
こ
ろ
茶
は
宇
治
ど
こ

ろ
茜
襷
に
菅
笠
の
ね
え
さ
ん
達
が
縁

ま
ん
ぢ
ゆ
う
の
葉
か
く
れ
に 

 

寝
た
や
、
ね
ぶ
た
や
寝
た
夜
は
よ
か 

 

ろ
摘
ん
で
寝
た
夜
は
尚
よ
か
ろ 

な
ん
て
唄
ふ
聲
が
情
緒
的
だ
。 

宇
治
に
ラ
ヂ
ユ
ム
温
泉
が
あ
る
そ
う

だ
つ
ひ
で
に
一
杯
浴
び
る
。
電
車
は
湯

に
入
れ
な
い
の
で
ぢ
つ
と
立
つ
て
、 

奈
「
オ
イ
、
湯
加
減
は
ど
う
だ
〳
〵
」 

と
見
て
ゐ
る
だ
け
だ
、
こ
れ
か
ら
途
中

瓦
椋
の
池
、
池
の
周
囲
が
三
里
余
で
、

東
西
三
十
二
町
南
北
二
十
七
町
の
大

池
だ
が
新
道
の
た
め
二
面
に
分
岐
し

て
西
部
は
水
煙
渺
〔
え
ん
び
ょ
う
〕
と

し
て
芹
荻
の
情
に
よ
く
東
部
は
水
浅

で
、
紅
蓮
、
白
蓮
、
鬼
蓮
美
し
さ
は
白

鳥
船
を
う
か
べ
る
に
相
應
し
い
。 

次
は
新
田
邊
の
停
留
所 

武
陵
桃
原
を
思
わ
せ
る
平
和
な
村
、
木

津
の
淸
流
に
臨
ん
で
風
趣
ま
た
一
段

と
あ
る
。 

奈
「
郊
外
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
は
好
適
地
だ

よ
」 

と
い
ふ
。
そ
こ
に
薪
の
一
休
寺
が
あ
る

あ
の
滑
脱
の
一
休
禅
師
の
ゐ
た
と
こ

ろ
だ
そ
う
な
、
和
尚
の
居
室
は
虎
丘
庵

と
い
つ
て
庭
園
が
素
晴
ら
し
い
、
世
に

三
作
の
庭
と
稱
し
彼
の
丈
山
、
松
花
庵
、

佐
田
川
喜
六
の
三
士
共
同
意
匠
に
な

る
と
こ
ろ
の
も
の
ら
し
い
。 

方
丈
に
は
高
弟
墨
済
禅
師
に
命
じ
て

作
ら
せ
自
分
の
頭
髪
を
植
え
た
と
い

ふ
和
尚
の
影
像
が
あ
る 

邦
「
オ
イ
、
奈
良
電 

和
尚
を
一
遍
電

車
に
乗
せ
た
ら
、
ど
う
だ
」 

奈
「
不
可
ね
え
〳
〵
、
あ
の
悪
口
屋
の

和
尚
の
こ
と
だ
か
ら
必
づ
と
ま
た
、
文

化
機
關
を
罵
倒
す
る
に
違
ひ
な
い
」 

邦
「
お
蔭
で
僕
は
褒
め
ら
れ
る
な
、
菅

笠
に
薪
の
杖
と
は 

う
〔
愛
〕
い
奴
う

〔
愛
〕
い
奴
つ
て
な
、
そ
れ
か
ら
何
か
手

み
や
げ
を
呉
れ
る
ぜ
」 

奈
「
手
み
や
げ
な
ら
、
こ
ゝ
に
は
、
今

だ
に
和
尚
遺
法
の
納
豆
が
あ
る
、
當
寺

の
名
物
だ
か
ら
そ
い
つ
を
呉
れ
る
だ

ら
う
」 

邦
「
納
豆
は
ナ
ツ
ト
心
細
い
」 

 
 
 

× 

× 

× 

× 

奈
「
オ
イ
、
見
ろ
、
生
駒
の
山
が
見
え

る
だ
ら
う
、
こ
ゝ
か
ら
生
駒
へ
出
る
の

も
近
い
よ
」 

神
功
皇
后
陵
、
成
務
天
皇
陵
，
垂
仁
天

皇
皇
后
陵
、
稱
徳
天
皇
陵
、
平
城
天
皇

陵
、
仁
徳
天
皇
皇
后
陵
、
な
ど
の
御
陵

及
び
秋
し
の
の
雪
ほ
の
白
し
鷹
の
鈴 

（
支
考
）
の
歌
で
有
名
な
秋
篠
寺
が
あ

る
、
平
城
を
過
ぎ
西
大
寺
、
京
都
か
ら

此
處
ま
で
が
二
十
一
哩
五
分
、
こ
ゝ
か

ら
大
軌
電
車
に
乗
り
入
れ
油
阪
を
経

て
奈
良
に
向
か
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。 

邦
「
オ
イ
、
早
く
奈
良
へ
行
か
う
よ
」 

奈
「
そ
う
、
喧
し
く
い
ふ
な
よ
、
俺
れ

に
は
軌
道
と
い
ふ
も
の
が
あ
る
。
軌
道

に
は
カ
ー
ブ
も
あ
ら
ア
ね
人
間
並
み

に
行
く
け
え
、
今
、
カ
ー
ブ
を
曲
つ
て

ゐ
る
と
こ
さ
、
─
─
ポ
ー
、
ピ
ー
、
ポ

ー
─
─
さ
あ
、
行
か
う
」 

奈
良
に
は
百
人
首
の
閨
秀
〔
け
い
し
ゅ

う
〕
歌
人
が
出
迎
へ
て
、
早
速
奈
良
電

へ
羞
か
し
さ
う
に
檜
扇
を
傾
け
て
握

手
を
求
め
て
ゐ
る
。
皆
片
手
に
短
冊
を

持
つ
て
ゐ
る
。
開
通
祝
ひ
の
こ
と
ぶ
き

の
和
歌
を
書
て
あ
る
ら
し
い
、
こ
つ
ち

に
あ
の
サ
ラ
リ
と
し
た
文
字
が
讀
め

な
い
か
ら
文
句
も
分
ら
な
い
。
僕
を
見

て 「
こ
の
人
は
何
人
ぞ
か
し
」 

と
聞
い
た
、
奈
良
電
が
漫
ぐ
わ
の
邦
坊

だ
と
説
明
し
た
ら
、
檜
扇
の
か
げ
で 

「
ホ
ホ
…
…
…
…
」 

と
笑
つ
た
。
そ
の
玉
を
轉
が
す
や
う
な

鈴
を
振
や
う
な
嬌
音
の
可
愛
ら
し
さ

つ
た
ら
─
─
─
─
ウ
ー
イ
、
堪
ら
な
か

つ
た
ぜ
。 

邦
「
オ
イ
、
と
に
角
、
お
や
ぢ
に
㑹
ひ

た
い
」 

奈
「
お
や
ぢ
ツ
て
一
體
誰
だ
」 

邦
「
大
佛
ぢ
や
な
い
か
、
奈
良
の
大
佛

さ
ん
と
い
ふ
ぢ
や
な
い
か
、
あ
い
つ
に

㑹
ほ
う
よ
」 

奈
「
口
の
悪
い
奴
だ
ね
、
ま
あ
、
軌
道

を
外
し
て
行
か
う
」 

 

東
大
寺
の
大
佛
殿
、
い
か
さ
ま
、
お

や
ぢ
居
よ
る
。 

邦
「
馬
鹿
に
大
け
え
な
」 

奈
「
身
の
丈
け
五
丈
三
尺
、
面
の
長
さ

一
丈
六
尺
、
掌
へ
六
人
は
大
丈
夫
座
れ

ま
す
、
え
ゝ
、
こ
ち
ら
へ
ど
う
ぞ
」 

邦
「
お
ゐ
戯
談
ぢ
や
な
い
ぜ
、
し
か
し

に
篦
棒
に
大
け
え
、
オ
ッ
ト
、
僕
は
お

や
ぢ
に
傳
言
が
あ
る
ん
だ
、
待
つ
て
く

れ
」 

 

山
肌
の
襞
の
よ
う
な
大
佛
の
腹
の

上
を
攀
ぢ
上
り
、
み
づ
お
ち
の
谷
間
を

辿
り
な
が
ら
や
つ
と
坦
々
た
る
平
地

に
達
し
た
、
こ
ゝ
が
肩
ら
し
い
、
富
士

山
の
斜
面
見
た
い
だ
。
そ
こ
で
ヤ
ッ
ト

コ
サ
と
、
憩
ひ
の
汗
を
入
れ
て
、
さ
て
、

一
服
煙
草
を
喫
ん
で
、
心
安
く
、 

邦
「
大
佛
さ
ん
」 

 

と
呼
ぶ 

あ
ま
り
顔
が
大
き
な
の

で
眼
や
鼻
や
ら
さ
つ
ぱ
り
見
當
が
つ

か
ん 

す
る
と 

 

「
何
ん
だ
い
」 

 

と
太
い
確
か
り
し
た
聲
が
聞
え
る
、

ど
う
や
ら
大
佛
さ
ん
の
聲
ら
し
い
、 

邦
「
あ
な
た
、
何
時
も
一
遍
京
都
見
物

が
し
た
い
、
と
い
つ
て
ゐ
た
さ
う
で
す

ね
え
」 

 

「
い
か
に
も
、
一
遍
京
極
や
円
山
へ

行
つ
て
み
た
い
」 

邦
「
し
か
し
な
、
大
佛
さ
ん
」 

 

「
何
だ
」 

邦
「
そ
り
あ
、
や
つ
ぱ
り
あ
き
ま
へ
ん

わ
そ
れ
を
こ
の
間
京
都
の
人
か
ら
傳

言
を
聞
い
て
來
た
ん
で
す
よ
、
大
佛
さ

ん
が
、
あ
ん
な
に
京
都
見
物
し
た
が
つ

て
ゐ
る
け
れ
ど
、
あ
の
圖
體
ぢ
や
と
て
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も
駄
目
だ
か
ら
、
ま
た
交
通
機
關
完
備

の
暁
あ
ん
た
の
身
體
を
入
れ
る
汽
車

で
も
出
來
た
時
來
る
よ
う
に
言
つ
て

く
れ
、
君
あ
ん
ぢ
よ
う
言
ふ
て
來
て
や
、

こ
な
い
聞
い
て
來
た
ん
だ
が
大
佛
さ

ん
や
つ
ぱ
り
そ
の
頃
ま
で
、
京
都
行
き

は
あ
き
ら
め
た
が
い
ゝ
ぜ
」 

す
る
と
大
佛
さ
ん
が
不
服
そ
う
に 

 

「
今
度
、
奈
良
電
車
と
か
い
ふ
、
軽

快
な
、
便
利
な
や
つ
が
出
來
た
ぢ
や
な

い
か
、
あ
い
つ
で
連
れ
て
行
つ
て
く
れ
」 

 

僕
、
上
か
ら 

下
で
待
つ
て
ゐ
る
奈

良
電
を
呼
ん
だ
。 

邦
「
オ
ー
イ
、
お
や
ぢ
が
な
、
君
に
乗

つ
て
行
く
ツ
て
よ
う
」 

奈
「
無
茶
い
ふ
な
、
な
ん
ぼ
最
新
式
で

も
こ
ん
な
大
き
な
身
體
乗
せ
た
ら
潰

れ
て
了
ふ
が
な
、
断
つ
て
く
れ
よ
」 

 

そ
う
い
つ
て
彼
は
大
佛
殿
か
ら
逃

げ
出
し
た
。
僕
も
飛
び
降
り
て 

邦
「
お
や
ぢ
失
敬
ツ
」 

 

と
、
奈
良
電
の
後
を
追
つ
て
逃
げ
た

若
草
山
の
温
容
を
後
に
、
鹿
の
聲
を
後

に
、
二
月
堂
を
後
に
、
あ
ら
れ
酒
を
後

に
。 

 

奈
良
電
は
再
び
西
大
寺
よ
り 

奈
「
こ
ゝ
か
ら
天
理
教
へ
行
こ
う
ぜ
」 

と
俺
を
ひ
つ
ぱ
る 

 

途
中
平
端
な
桃
林
の
紅
、
西
に
法
隆

寺
の
塔
が
見
え
る
。
奈
良
電
の
説
明
に

よ
る
と
京
都
か
ら
奈
良
へ
ば
か
り
で

な
く
京
都
か
ら
天
理
に
も
又
橿
原
神

宮
へ
も
直
通
電
車
で
ぶ
つ
飛
ば
す
の

だ
そ
う
だ 

邦
「
天
理
教
は
丹
波
市
町
つ
た
ね
え
、

こ
り
や
仲
々
便
利
だ
、」 

「
よ
う
、
拂
〔
は
ら
〕
へ
玉
へ
天
理
王

の
み
こ
と
─
─
」〔
『
あ
し
き
を
払
う
て

た
す
け
給
え
天
理
王
命
』
が
正
し
い
〕 

奈
「
明
治
四
十
四
年
起
工
し
て
大
正
三

年
ま
で
か
ゝ
つ
た
こ
れ
が
天
理
教
の

本
部
だ
よ
、
地
域
八
千
坪
輪
奐
〔
り
ん

か
ん
〕
の
美
は
東
西
本
願
寺
に
つ
ぐ
そ

う
だ
、
中
山
の
婆
さ
ん
は
偉
い
も
ん
だ

ね
え
。
」 

邦
「
拂
へ
玉
へ
天
理
王
の
み
こ
と
─
─
」 

奈
「
サ
ア
、
こ
れ
か
ら
終
點
橿
原
神
宮

へ
直
行
す
る
よ
、
ピ
ー
、
ポ
ー
、
ピ
ー

あ
れ
が
毘
沙
門
天
の
信
貴
山
だ
、
あ
れ

が
顕
宋
帝
陵
、
武
烈
帝
陵
、
孝
霊
帝
陵

ピ
ー
、
ポ
ー
、
ピ
ー
」 

彼
、
大
和
平
野
を
ひ
た
走
り
に
走
る
こ

つ
ち
は
堪
ら
ね
え
、 

邦
「
オ
ー
イ
、
少
し
速
力
を
緩
め
て
く

れ
、
そ
り
や
聞
え
ま
せ
ぬ
奈
良
電
さ
ん

君
の
脚
は
と
て
も
早
い
ね
え
。
そ
り
や

最
新
式
だ
か
ら
と
い
ふ
か
も
知
れ
な

い
が
實
際
だ
よ
、
少
し
こ
つ
ち
の
身
に

も
な
つ
て
く
れ
、
旅
は
道
連
れ
、
世
は

情
け
つ
て
か
ら
な
」 

奈
「
や
れ
や
れ
」 

邦
「
で
、
こ
ゝ
は
何
處
だ
ら
う
」 

奈
「
神
武
天
皇
の
御
陵
さ
橿
原
神
宮
は

も
う
す
ぐ
だ
ぜ
」 

ピ
ー
、
ポ
ー
、 

奈
「
そ
り
や
、
う
ね
び
山
見
れ
ば
畏
し

橿
原
の
ひ
じ
り
の
宮
の
大
宮
ど
こ
ろ
」

と
本
居
宣
長
の
詠
ん
だ
畝
傍
山
が
見

え
る
だ
ろ
う
」 

邦
「
見
え
る
」 

橿
原
神
宮
前
、
こ
ゝ
で
は
彼
は
完
全
に

脚
を
と
ゞ
め
た
。
僕
は
宮
幣
殿
社
の
森

厳
な
霊
域
に
立
つ
て
獨
り
で
に
頭
を

下
げ
た
。
東
征
六
年
皇
威
洽
〔
あ
ま
ね
〕

く
六
号
に
及
ん
で
畝
傍
山
の
東
南
橿

原
の
地
に
都
を
奠
〔
さ
だ
〕
め
ら
れ
、

底
つ
磐
根
に
宮
柱
太
し
り
、
高
天
原
に

氷
木
高
し
り
て
天
壌
無
窮
の
皇
基
を

開
か
れ
た
二
千
五
百
八
十
八
年
の
昔

を
偲
ば
せ
る
。
社
殿
は
何
れ
も
京
都
御

所
の
一
部
を
賜
つ
た
も
の
度
々
神
域

を
擴
張
し
て
只
今
外
苑
に
は
大
運
動

場
が
設
け
ら
れ
て
ゐ
る
宮
前
、
菖
蒲
園

の
五
彩
の
菖
蒲
は
淸
麗
だ
そ
う
だ
。 

邦
「
奈
良
電
、
休
ん
だ
ら
駄
目
ぢ
や
な

い
か
、
こ
れ
か
ら
花
の
吉
野
へ
行
く
ン

だ
ら
う
」 

奈
「
い
や
、
僕
の
軌
道
は
こ
ゝ
で
終
わ

つ
て
ゐ
る
ん
だ
、
で
、
吉
野
へ
は
、
君

獨
り
で
行
つ
て
く
れ
よ
」 

邦
「
オ
イ
〳
〵
、
そ
り
や
困
つ
た
な
」 

奈
「
そ
の
か
わ
り
、
俺
れ
の
兄
弟
分
の

吉
野
鐵
道
の
便
を
か
つ
て
直
ぐ
行
け

る
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
る
ん
だ
か
ら
大

丈
夫
だ
」 

邦
「
そ
う
か
、
そ
れ
ぢ
や
つ
い
で
だ
か

ら
僕
獨
り
で
行
か
う
、
と
こ
ろ
で
、
ど

う
だ
別
杯
を
交
わ
さ
う
」 

奈
「
よ
か
ら
う
」 

両
人
カ
ッ
プ
を
挙
げ
る 

邦
「
君
の
飲
ん
で
ゐ
る
の
は
そ
ら
何
と

い
ふ
酒
だ
」 

奈
「
酒
ぢ
や
な
ゐ
よ
、
電
車
は
酒
な
ん

か
飲
ま
な
い
よ 

油
さ
、
車
輪
へ
注
し

て
ゐ
る
ん
だ
」 

邦
「
な
る
ほ
ど
」 

奈
「
で
は
、
邦
坊
君
失
敬
」 

邦
「
奈
良
電
君
失
敬
」 

こ
れ
か
ら
獨
り
だ
。
岡
寺
、
壺
阪
、
吉

野
口
、
六
曲
、
上
市
等
を
経
て
終
點
吉

野
、
一
目
千
本
、
中
の
千
本
、
奥
の
千

本
の
吉
野
山
、
南
朝
四
十
年
、
涙
ぐ
ま

し
き
哀
史
に
色
ど
る
「
歌
書
よ
り
も
軍

書
に
か
な
し
吉
野
山
」
が
只
今
眼
前
に

あ
る
。
感
慨
な
か
る
べ
か
ら
ず
即
ち
一

句
な
か
る
べ
か
ら
ず
。
無
い
、
よ
つ
て

ペ
コ
ン
と
一
つ
頭
を
下
げ
る
。
吉
野
山

に
白
玉
の
露
多
か
れ
。
以
上
。 

  




